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授業の概要 

授業内容 

研究の現場で必要となる統計分析手法は、分析の目的とデータの特徴によってさまざまで

す。この授業の前半では、推測統計学の基本的な概念について解説し、統計的推定および

検定の方法について学びます。後半では、さまざまな分析手法をとりあげて、それらの特

徴と使い方を習得していきます。どのような分析手法をとりあげるかについては、受講者

の関心と必要性を考慮します。統計解析パッケージ SPSS を使ってデータ分析の実習をお

こないます。  

履修要件 

前期開講の 現代日本論演習 I 「統計分析の基礎」 / 比較現代日本論研究演習 I「統計分析

入門」を履修済みであるか、それと同等の知識を習得済みであること。  

テキスト 

なし  

成績評価の方法 

各回の授業中の課題 (50％)、中間試験 (20%)、期末レポート (30%) を合計して評価する。  

備考 

実習室で使用できるコンピュータ台数が限られているため、受講人数の制限をおこなうこ

とがある (卒業論文／修士論文等で統計分析をおこなう予定の者を優先する)。  
 

授業の予定 
目次 

1. 推測統計入門 (10/2～10/23)  
2. 順位相関 (10/30～11/6)  
3. 中間試験 (11/13)  
4. 変数をキーにした分析 (11/20～12/4)  
5. 多変量解析 (12/11～1/22)  
6. 期末レポート  

※（）内の日付は、学期前のおおよその計画をあらわしていますが、 実際の授業の進行

状況によって前後にずれることがあります。  

 

1. 推測統計 
• 誤差の対策 [10/2 提示資料 (PDF 形式) 130KB]  
• 標本誤差の推定  
• 平均値の点推定・区間推定  
• 平均値の差の区間推定と t 検定  
• 連関係数の区間推定と χ2 検定  
• サンプルサイズと検定力  

2. 相関係数 
• 尺度水準についての復習  
• 散布図  
• Kendall の順位相関係数  
• Spearman の順位相関係数  
• Pearson の積率相関係数  
• 相関係数行列  
• 欠損値の処理 (pairwise/listwise)  

3. 中間試験 

4. 変数をキーにした分析 
• 個体間変動と変数間変動  
• 対応のある分析  
• 一致率の計算  

5. 多変量解析 
未定 (因子分析またはクラスター分析?)  

6. 期末レポート 
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1  (listwise)

.133

.203* .200*

.054 .102     .076

.134 .186     .015   . 032

.110 .261* .002    .099    .319*

.195* .132 .124    .016    .185 .165

.132 .205* .012 .233* .022    .057 .084

2  (pairwise)

.133
(110)
.203* .200*
(119) (111)
.054 .102     .076
(120) (110) (116)
.134 .186     .015   . 032
(110) (112) (113) (112)
.110 .261* .002    .099    .319*
(112) (118) (118) (111) (115)
.195* .132 .124    .016    .185 .165
(110) (118) (118) (116) (110) (115)
.132 .205* .012 .233* .022    .057 .084
(110) (114) (118) (110) (112) (113) (115)

Spearman  *: p <0.05 N=105

Spearman  *: p <0.05 ()



学籍番号： 氏名： 

比較現代日本論研究演習／現代日本論演習 II  (田中重人) 

中間試験 (2003.11.27) 
 

【回答上の注意】 

① 小数の解答については、小数第 2 位まで書くこと 
② 計算の問題の解答は、計算のプロセスがわかるように書くこと。 
③ 何を持ち込んで参照してもよいが、人に相談してはならない 

 

1. 「等確率標本」とはなにか。簡単に説明せよ。 

 

2. 「計画標本」と「有効標本」のちがいについて簡単に説明せよ。 

 

3. クロス表の独立性の検定をおこなう際に必要な前提を 2 つあげよ。 

 

4. 平均値＝3.33, 標準偏差＝1.53, 標本数＝400 のとき、平均値の 95%信頼区間を求めよ。 

  

5.  x, y の値がつぎの組み合わせであるような 5 人の標本があるとする： 
      ( 1, 1 ) ( 2, 4 ) ( 3, 2 ) ( 4, 5 ) ( 5, 3 )  
  (1)  x, y それぞれの平均と SD を求めよ。 

 

  (2)  Pearson の積率相関係数を求めよ。 

学籍番号： 氏名： 

比較現代日本論研究演習／現代日本論演習 II  (田中重人) 

中間試験 解答例 (2003.11.27) 
 

1. 「等確率標本」とはなにか。簡単に説明せよ。 

すべての個体がおなじ確率で選ばれるようにする抽出法 (無作為抽出) で選ばれた標本 

2. 「計画標本」と「有効標本」のちがいについて簡単に説明せよ。 

調査対象として選ばれたすべての個体が「計画標本」。 
そこから、実際の調査の過程で無効な標本となったものを除いたのが「有効標本」。 

3. クロス表の独立性の検定をおこなう際に必要な前提を 2 つあげよ。 

① 無作為抽出 (等確率標本),  

② すべてのセルの期待度数がじゅうぶん大きいこと (通常 5 以上)  

4. 平均値＝3.33, 標準偏差＝1.53, 標本数＝400 のとき、平均値の 95%信頼区間を求めよ。 

3.33 ± 1.96×1.53/√400 ≒ 3.33 ± 0.15 

 95%信頼区間： 3.18 ～ 3.48 

5.  x, y の値がつぎの組み合わせであるような 5 人の標本があるとする： 

      ( 1, 1 ) ( 2, 4 ) ( 3, 2 ) ( 4, 5 ) ( 5, 3 )  

  (1)  x, y それぞれの平均と SD を求めよ。 

 x: 平均 ＝ (1+2+3+4+5)/5 = 3.00 ;   

          5×SD2 = (1-3)2 + (2-3)2 + (3-3)2 + (4-3)2 + (5-3)2  = 10  

          したがって SD = √(10/5) = √2 ≒ 1.41 

       y: x とおなじ (平均=3.00; SD=1.41)          【不偏分散を使った別解もある】 

  (2)  Pearson の積率相関係数を求めよ。 

 各自の値から平均を引き、SD で割って標準化する:  

(-1.41, -1.41) (-0.71, 0.71) (0, 0.71) (0.71, 1.41) (1.41, 0) 

5×r = 1.41×1.41 － 0.71×0.71 ＋ 0 ＋ 0.71×1.41 ＋ 0 ＝ 2－0.5＋1 ＝ 2.5  

r = 2.5/5 = 0.5                               
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比較現代日本論研究演習II／現代日本論演習II　（田中重人）
2003.12.18　参考資料

表1　自分にとって大切なこと

家族の信頼・尊敬を得ること　(y)
1 2 3 4

1. そう思う 13 1 0 1 15
(5.4) (0.4) (0.0) (0.4) (6.3)

2. どちらかといえばそう思う 35 12 2 0 49
(14.6) (5.0) (0.8) (0.0) (20.5)

3. どちらかといえばそう思わない 79 37 9 0 125
(33.1) (15.5) (3.8) (0.0) (52.3)

4. そう思わない 32 15 3 0 50
(13.4) (6.3) (1.3) (0.0) (20.9)

合計 159 65 14 1 239
(66.5) (27.2) (5.9) (0.4) (100.0)

度数　（全体％） を示す。

平均値の差=1.48 (x=2.88, y=1.40), p<0.01 (対応のあるｔ検定による)。r=0.073。 対応のあるt検定の場合

x>yケース84.1％, x<yケース1.7％, p<0.01 (80％を基準とする2項検定)。 2項検定の場合

x>yケース84.1％, x<yケース1.7％, p<0.01 (80％を基準とする2項検定、x=yケースを除く)。 2項検定　(x=yケース除く) の場合

x>yケース84.1％, x<yケース1.7％, p<0.01 (符号検定)。 2項検定　(x=yケース除く、基準=50%) の場合

合計高い地位を得ること(x)



表2　自分にとって大切なこと 表3　自分にとって大切なこと

平均 SD N (％)

高い地位を得ること 2.88 0.81 x>y 201 (84.1)
家族の信頼・尊敬を得ること 1.40 0.62 x=y 34 (13.6)
平均値の差=1.48, p<0.01 (対応のあるｔ検定による)。r=0.073。N=239。 x<y 4 (1.7)

合計 239 (100.0)

x:　高い地位を得ること, y: 家族の信頼・尊敬を得ること。

 p>0.05 (x>yケース80％を基準とする2項検定)。
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相関係数行列
評価高い職業 高い収入 高い学歴 家族の信頼尊敬 volunteer町内会 趣味サークル 多くの財産

評価高い職業
高い収入 0.429
高い学歴 0.524 0.426
家族の信頼尊敬 0.209 0.174 0.144
volunteer、町内会活動 0.202 0.172 0.238 0.424
趣味サークル 0.190 0.130 0.213 0.146 0.413
多くの財産 0.367 0.470 0.394 0.089 0.183 0.357
高い地位 0.554 0.383 0.518 0.074 0.124 0.311 0.525

評価高い職業 高い地位 高い学歴 高い収入 多くの財産 家族の信頼尊敬 volunteer町内会

評価高い職業
高い地位 0.554
高い学歴 0.524 0.518
高い収入 0.429 0.383 0.426
多くの財産 0.367 0.525 0.394 0.470
家族の信頼尊敬 0.209 0.074 0.144 0.174 0.089
volunteer、町内会活動 0.202 0.124 0.238 0.172 0.183 0.424
趣味サークル 0.190 0.311 0.213 0.130 0.357 0.146 0.413
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